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ドブ ネ ズ ミ と ク マ ネ ズ ミ問 の 受 胎

II.人 工助精に よる交雑実験*

平 岩 馨 邦 ・吉 田 博 一

Conception by the cross between Rattus norvegicus and R. rattus 

    II. Breeding experiments by the artificial insemination 

        Yoshi Kuni Hiraiwa and Hiroichi Yoshida

鼠類にお け る種 間交配の研究は,.Mus属,!Vlicrotus属 お よびPcromyscus属 で 多

く行 われ ている。 ドブネズ ミ(Kattusnorvegicus)と ク マ ネズ ミ(R.rattus)は 系 統

的に互 に近縁 な種 で,そ の形態や習性は酷似 してい る.こ の両 種間の雑種 はJ19世 紀 末 に

VanKempcn(1899)そ の他の 人々に よつて報 告 され ているが,い ずれ も推測 的の もので

あ る.そ の後Morgan('09)は,ド ブ ネズ ミあ るいはその飼養変種 とクマ ネズ ミとの交雑

をいろいろ と試みたが,そ の結果 は いずれ も 失敗 した ことを 報告 している.最 近Gray

('54)は 哺 乳類 の雑種 を綜説 し,そ の中でBabcockとCastleの 私 信 を引用 して"ド ブ

ネズ ミとクマ ネズ ミとの交雑か らは,生 きた産 児 はえ られていないが,飼 養 した クマ ネズ

ミ♂ と交尾 させ られた ドブ ネズ ミ ♀ の巣には,流 産を思わせ る血液がみ られた."と のべ

ている.

この よ うに,両 種問 の交雑は遺伝 学上,発 生学上 または生態学上 非常 に興味 があるに も

かかわ らず,十 分に解決 されていない.そ の主 な ・因 として,両 種 間の交 尾が行われ に く

い とい うことが考え られ る.わ れわれの経 験か らは,両 種 問の交 尾は心理的障害 のために

困難であつた。 このよ うな ことは家兎 と野兎 との交配 または鳥類 の交雑 で,よ くしられ て

い る.し か し,多 くの 人々に よつて推 奨 されている よ うに,人 工助精 は この困難 を容 易に

克服 し うる.故 にわれわれは 人工助精 に よつて,ド ブ ネズミの飼養変種 であ るダイ コクネ

ズ ミ(R.norvegicusalbinus)♀ とクマ ネズ ミ♂との交雑を行 い,そ の雑種形成につい

て検討 した.

材 料 お よ び 方 法

この実験は1953年9月 か ら1954年4月 にかけて行 つた ものであ る.た だ し,1月 お

よび2月 は ダイコ クネズ ミ,ク マ ネズ ミともに繁 殖率 の低下がみ られ るので,こ の期間は

実験 を行わなかつた.

*九 州大学農学部動物学1教室業績
,第217号.

日本動物学会九州支部第7回 大会(昭 利29年5月30日,於 長崎大学)お よび日本動物学会第25

回大会(昭 利29年10月16日,於 東京大学)に て 一部要旨を講演.



材料は当教室飼育のダイ コクネズミ♀と,福 岡市内,県 下宗像町および岬村で採集した

クマネズミ♂を用いた.な お,対 照 として同期間にダイコクネズミ♀とダイコクネズミ♂

およびダイコクネズミ♀と ドブネズミ♂との人工助精を行つた.

人工助精は,わ れわれ('55)が 先に報告した方法によつた.す なわち,♀ が発情した日

の午後7時 半から9時 頃迄に,♂ の副睾丸尾部から調製 した精子懸濁液を子宮頸管を通し

て,左 右の子宮角に注入した.そ して黄体の機能化のため,感 応 コイルに よる電気刺激ま

たは精管を切除したδによる交尾刺激を行つた.助 精後1日 目と2日 目に,部 の動物で

卵管を摘出し,直 ちにプアン液で固定 した.そ れを6μ の連続切片として,初 期発生の観

察を行つた.ま た,他 の一部については,妊 娠中期の出血開始後に屠殺開腹を行つて,子

宮の状態を観察 した.

観 察 お よ び 結 果

初期発生の観察のために卵管摘出を行つた3例 を除 くと,ダイ コクネズミ♀48匹 に66

回の人工助精を行つた.そ の中の48例 において,黄 体内分泌の機能化がみられたが,分

娩したものは1例 もなかつた.し か し,26例 は助精後主 として12～14日 目に腔脂膏 中に

出血を示 した.ダイコ クネズミの正常の妊娠の場合 においては,妊 娠中期に子宮か らの

出血が膣脂膏中にみ られる.こ れが妊娠を外部から知 る最 も確実な方法であることは,

LongandEvans('22)に よつてすでに示 されている.ダイコ クネズミ♀ とクマネズミ

♂との人工助精においても,こ の出血が妊娠の指標となると考えられるので,そ の結果は

Table1.に 示すようになる.す なわち,黄 体の機能化した偽妊娠ならびに妊娠の総数に

対する妊娠例数の比率*(妊 娠率とする)を みると,対 照のダイコ クネズミ♀とダイコ クネ

ズミ♂およびダイコ クネズミ♀と ドブネズミaと の人工助精では,そ れぞれ88.9%お よ

Table 1. The results of the cross between  Rattus norvegicus (albino rat) y 
        and R. rattus by artificial insemination.

* The determination of pregnancy was done by the bleeding from the uterus 

 found in the vaginal smear at the middle part of the gestation period.

*ネ ズ ミの人工助精においては
,精 子注入とともに,黄 体の内分泌機能をひきおこすために特殊な

刺激が必要である.そ れ故に精子の性状と妊娠成立の関係は,黄 体内分泌が機能化したものにつ

いてみるのが妥当である.



び80%と 比 較的高率 である.そ れに対 して,ダイコ クネズ ミ♀ とクマ ネズ ミ♂の場合 で

は54.2%と 低 率 で澄,る.わ れわれの観察では,ク マネズミの精子がダイコ クネズ ミ,ド

ブネズミのそれに くらべ,活 力お よび生存率において最 もす ぐれ ていたが,こ の よ うに妊

娠率 は劣つている.噸 こダイコ クネズ ミ♀ と クマ ネズ ミδ との人工助精におけ る妊娠率 を

注 入精 子数に よつて吟味 してみ ると,3000万 以 上では76.5%(17例 中13例),そ れ以

下 では41.9%(31例i.1【13例)で,精 子数の増加は妊娠率 を向上 させ る傾向がみ られ る.

グ ィコクネズ ミ同士 の交尾 または 人工助精 を行 つた後にみ られ る膣 脂膏中の出血.は,一 ・

般に妊娠 の12～14日 目に始 まる.こ の場合 の出血は,最 初 の2～3日 間に割合 に多量 に

み られ る.し か し,以 後量を減 じ,わ つ かに膣粘液を着色す る程度 ではあるが,分 娩迄継

続す る.ダイコ クネズ ミ♀ とクマ ネズミδ との人為的交雑 に よる出血 も,ほ とん どの場合

Table 2. Pregnant females of R. norvegicus (albino rat) 
         inseminated with sperms of R.  ratlus.

Two uterine swellings with 
blastodermic vesicles in the 
right horn on the 12th day 

Right horn filled with blood 
on the 14th day 

Died on the 19th day. Three 
small swellings in the right 
horn 

Both horns filled with blood 
on the 12th day 

One swelling in the right 
horn on the 15th day 

One swelling in the left horn 
on the 14th day



助精後12～14日 目に始 ま り,数 日間継続 した.最 初 の2～3日 はダイコ クネズ ミ同上に

よるものと大 差なかつたが,以 後 血液は新鮮 な もの と変 り,血 液 に混在す る腔粘液は著 し

く粘性 を減 じて,漿 液性の もの となつた.こ の 一f血の末期 には,し ば しば 多量 の血液 が腔

口周辺,尾,敷 藁等 に附着 してみ られ た.

クマ ネズ ミ♂との交雑に よつて膣 脂膏に出血 がみ られた26例 の中,助 精後12日 目に

殺 した2例,14日 目 の2例,15日 目 の1例 お よび19日 目に死 亡 した1例 を,開 腹 して子

宮 を摘 出した.12日 目,14日 目,15日 目お よび19日 目の各1例 で,着 床胚盤胞 の膨 らみ

がみ られ た(Plate5,Fig.3).し か し,こ れ らはダイコ クネズ ミ同士 の妊娠 の際にみ られ

る着 床胚盤胞 の膨 らみに くらべ ると異常 で,殊 に19日 目 のものは甚 し く小 さかつ た・ こ

れ らの膨 らみか らは,い ずれ も肉眼的に胎児 または胎膜 と認め られ るものを とり出す こ と

はでぎなかつた.ま た12日 目 と14日 目の各他 の1例 では,子 宮角に血 液がみた されて

いたけれ ども,着 床胚 盤胞の膨 らみを認 める ことは できなかつ た.ク マ ネズ ミ♂ との 人工

助精 に よつて妊 娠 したダイコ クネズ ミ♀の注 入精子 数,出 血期 間,助 精後 の最初 の発情 迄

の期間お よび出血 開始後 の子 宮の状態 を,Table2.に 示 した・

また,ダ イ コ クネズ ミ♀ とクマ ネズ ミaと の 人工助精 で,受 精が丁蕉常に遂行 され るか否

かを知 るために,初 期発生 につ いて細胞学的観察 を行 つた.助 精後1日 目(排 卵後約 半 日)

の卵管か ら入手 した卵は,ほ とん どの ものが受精 してお り,卵 質内に大型 の雄 性前核 と,

や や小型の雌性前核が認め られ,第2極 体 はす でに放出され ていた(Plate5,Figs・1and

2).た だ し卵質 内の両性前核形成 とともに,卵 質の1部 が くびれて,細 介 裂をお こし,囲

卵腔に1個 の精子 を伴つた1個 の異常卵 もみ られた.助 精後2日 目(排 卵後約1日 半)の

卵管 で観察 しえた卵 の中,大 部分は未受精卵であつたが,3個 は2細 胞期であつた.・ その

他 受精 され ている と考 えられ るけれ ども,第1卵 割 の徴候す ら示 さぬ卵が1個 み られ た・

このよ うに受精 と第 一・卵割 は大体 正常 に行われ ると考え られ るが,そ の後 の卵 の発生 の過

程 や胚盤胞の組織 学的観察 は後 にゆず る.

論 議

VanKempcn('99)は,ド ブ ネズ ミと クマ ネズ ミとの交雑 で,1匹 の雄 の雑種 をえた

ことを報告 してい る(Craft'38に よ る).し か し,そ の後に交雑 を行つたMorgan('09),

Babcock('49)お よびCastlc('49)は,雑 種形成についていずれ も否定 的で,殊 に 後=

者 は クマネ ズミ♂ と交尾 した ドブネズ ミ♀の巣 にみ られ る出血 か ら,流 産を暗示 してい る.

わ れわれのi実験 においても,BabcockとCastleの それ と 全 く同 じよ うな 結 果がえ ら

れた.す なわち,産 児 を うる ことは できなかつたが,妊 娠 中期に明 らかな出血 ががみ られ

た.こ のrr-,PALはダイコ クネズ ミ同士 の交尾 または 人工助精 に よる妊娠 中期の出血 と同様 に,

子 宮に 由来す るものである.ま た,現 在われわれが行つてい るこの交雑 におけ る妊娠中 期

の着床胚盤胞 の膨 らみの検 討か らも,こ の出血を妊 娠 と断定 す ることは妥当であ る.し か

し,こ の出血はダイコ クネズ ミの正常 の妊娠の場合 と異 り,出 血期間 の末 期に しば しば多

量 の血.液が飼育箱の中にみ られ た.そ れに もかかわ らず,流 産 された胎児 は1例 も発見、で

きなかつた.ま た,出 血 開始後 に摘 出 した子 宮の着 床胚盤胞の膨 らみの変化は,正常 の妊



娠の場合 のそれと著しく異 り,む しろLyonandAllen('36)に よつて報告された脱落

膜腫の消長に似ている.夏 にわれわれの教室でみ られた,グ ィコクネズミ同士の交尾によ

る妊娠後半の胎児の異常 とは非常に異つていた.そ れ故に,こ のクマネズミ♂との交雑に

よる受精卵の発生は妊娠の前半に異常 となり,胚 は流産により排出され ることな く,む し

ろ吸収され ると考えられる.出 血期末期の多量の 血液も流産 そのものに 伴 うものではな

く,も つと他の要因によるものであろう.こ の胎児の異常発生 と退化吸収の過程は今後に

残 された問題である.

人工助精の場合,異 種属間交配は種内のそれ より多数の精子を必要 とするといわれてい

る.ダ イコクネズミ♀とクマネズミ♂との人工助精においても,対 照のダイコ クネズ ミ同

士 またはダイコ クネズミ♀と ドブネズミ ♂の場合 よりも多数の精子を必要とするようであ

る.注 入精子数は前者で340万 ～6700万,後 二者で1000万 ～2600万 であつた.こ の精

子数はその活力や,ネ ズミの子宮が重複子宮であるので技術的な面から,一 概に論ずるこ

とはできないが,前 者では精子数の増加に伴い妊娠率が向上し,後 二者では精子数の変動

による影響はほとんどみ られない.ダイコ クネズミの卵管子宮口部は弁状の構造をもち,

LeonardandPerlman('49)は,ダイコ クネズミの卵管子宮ロ部が精子の形態および活

力に選択的に働くといつている.す なわち,形 態の異る牛,モ ルモッ トおよびマウスの精

子,ま たは同種の死滅精子綜,卵 管子宮口部の通過を抑制される.門 馬('47)に よれば,

ドブネズミとクマネズミの精子頭部の形態は長刀状で似ているが,後 窩と挿窩によつて区

別されるとい う.前 述のように クマ ネズミ精子の活力は ドブネズミのそれよりすぐれてい

るにもかかわらず,ク マネズミの注入精子 の方が多数を必要 とするところから,や は り卵

管子宮口部がこの形態的差異に選択的に働 くものと考えられる.

哺乳類において,交 雑が成功 しない例 として家兎と野兎および山羊と羊の場合が知 られ

ている.山 根 ・江頭('24)は,家 兎と野兎 との雑種が自然交尾または 人工助精によつても

得られないことを報告している.WarwickandBerry('49)は 山羊♀と羊 δとの交雑で

は妊娠が成立するにもかかわらず,胚 は途 中で死亡し,逆 交配は常に不妊であつたといい,

胚の死亡の原因が遺伝的な差によるものか,あ るいは母体内の好しからざる環境によるも

のかを知るために検討している.山 階('49)は 近縁な動物間の雑種形成の行われえない要

因として,精 子の活動を阻lLし て受精を不能ならしめる物質の存在,精 子核 と媒体 として

の卵細胞質との関係および胚の発育開始後におこる致死作用をあげている.そ して兎の交

雑の不妊の原因は,受 精の際における媒体の化学成分によるようだと述べている.ダイコ

クネズミ♀とクマネズミ♂との交雑では兎の場合 と異 り,明 らかに受精がみ られ,山 羊♀

と羊♂との交雑の場合 と似た経過をたどるが」胚の死の原因は不明である.

要 約

ダイコクネズミ♀とクマネズミaと の交雑を人工助精によつて行つた.人 工助精例66例

の中26例 において,妊 娠の徴候 と考えられる出血が腔脂膏中にみられた.し かし分娩は

1例 もおこらなかつた.こ の出血はほとんどの場合において数 日間継続し,出 血の末期頃

にしばしば多量の血液が飼育籍の中に附着していたが,流 産された胎児は発見されなかつ



た.出 血の開始後に開腹剖見した6例 の中4例 で,着 床胚盤胞の膨 らみが子宮角にみられ

た.こ れ らはダイコ クネズミ同士の交尾または人工 助精による正常の妊娠のそれ と比較し

て,い ずれ も異常で,肉 眼的に胎児を うることはできなかつた,一 ・方,発 生初期の細胞学

的観察から,受 精 と第1卵 割が正常に行われ ることは明 らかである.

これらのことから,ダ イコクネズミ♀とクマネズミ♂との交雑においては,受 精は正常

におこることが認められるが,妊 娠の前半に胚の発生は異常 とな り,次 第に退化吸収され

るものと考えられる.
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 Resume 

   Though some imaginary hybrids between the Norway rat, Rattus norvegicus, 

and the house rat, R. rattus, have been reported, the experimental works are 

few. We tried the hybridization between femles of the albino rats, R. norvegicus 

albinus, and males of R. rattus by artificial insemination. 

   In 26 cases out of 66 artificial inseminations, bleeding in the vaginal smear 

was shown. It generally began from 12th to 14th day after insemination and 

continued for several days. This phenomenon is similar to that of normal 

gestation in the female inseminated with sperms of the same species, but no 

young was born by the former insemination. Toward the close of bleeding 

period, a great deal of blood was found frequently to have been shed in the 

cage. Abortive fetuses were, however, not obtained. 

   Out of 6 female rats examined by laparotomy after the onset of bleeding, 

4 females showed abnormal uterine swellings with blastodermic vesicles in 

the uteri. In remaining 2, the uterine horns had been filled with blood. 

   Judging from the cytological observations of early stages of development 

in such cases, it was revealed that the fertilization and the first cleavage 

normally occurrred. 

   Basing on these results, we suppose that though the fertilization normally 

occurs, the hybrid embryo may degenerate and be resolved gradually in the 

former half of the gestation period. 

                                     Zoological Laboratory, Faculty of Agriculture, 
                                                  Kyushu University.

                 Explanation of Plate 5 

Fig. 1. Fertilized tubal ovum on the first day after insemination with R. rattus 
       sperms. The female pronucleus is seen at the right in the egg, and the male 

       pronucleus at the left. x750. 

Fig. 2. The same ovum as fig. 1, showing the second polar body. x750. 

Fig. 3. Uterine swellings with blastodermic vesicles. a and b : Swellings on the 12th 
       and 14th days after insemination with R. rattus sperms respectively. Sizes 

       of these are abnormal in comparison with those of normal pregnancy. c: 
      Swellings on the 14th day after copulation with a male of the albino rat 

       (normal pregnancy).
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